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【事例２】家庭から持参した冷凍母乳提供の取組（保育所） 

 

１．施設の概要 

【施設種別】公立保育所  【入所児数】76 名 （うち、０歳児６名）  

２．取組の概要 

【目 的】母乳育児をされていた家庭の子どもの保育所入所時に、母親の希望により母乳育児を継続

するため、家庭から持参した冷凍母乳を提供する取組を行う。 

【対象者】0 歳児  【担当者】栄養士 調理員  【連携協力者】保育士  

３．実施内容・実施体制及び状況 

１．冷凍母乳を扱うにあたって、職員間で確認 

・【冷凍母乳の取り扱い方の確認事項】を使用し、全職員で取り扱いの手順について確認した。 

・冷凍母乳の受け取りと保管については、給食担当職員が受け取り、保管するものとしたが、給食

担当職員が不在の時間帯は、保育士が受け取ることとし、その際の保管及び、給食担当職員への

受け渡しについて手順を確認した。   

・冷凍母乳の解凍の仕方は、【冷凍母乳の取り扱い方の確認事項】のとおりとした。 

２．保護者と冷凍母乳を持参するに当たっての注意事項を確認 

・【母親への指導等の参考資料】と職員間で確認した【冷凍母乳の受け取りについて】を使用し母親

と確認し、母親の了解を得た。 

３．冷凍母乳の提供 

・対象児の授乳時間に合わせて解凍し、提供した。 

 ・解凍した母乳の微妙な温度の違い（冷たい）で飲まないことがあった。 

【冷凍母乳の取り扱い方の確認事項】 

冷凍母乳は直接授乳と違っていろいろな過程を経るので，衛生的

な配慮，手順が大切になる。 

①冷凍母乳は搾乳後すみやかに冷凍し，冷凍後 1 週間以内のも  

のを原則として，受け入れることとする。 

②冷凍母乳を受け取る際には名前，搾乳日時，冷凍状態を確認し，  

冷凍庫（－15℃以下）で保管する。 

③専用の冷凍庫がない場合，他の食品に直接触れないように， 

専用の容器やビニール袋に入れて保管する。 

④母乳は飲む子どもの母親のものであることを確認する。病気感  

染などの防止のため，間違いのないようにする。 

⑤授乳時間に合わせて解凍する。 

⑥解凍するときは，母乳バッグのまま水につけ，数回水を取り替  

える。熱湯や電子レンジでは解凍しない。 

⑦1 度解凍したものは，使わなくても再冷凍はしない。また，飲み残しは捨てる。 

⑧解凍した母乳を 40℃程度（体温に近い温度）の湯せんで加温する。 

⑨成分が分離しやすいので，ゆっくり振り混ぜあわせてから与える。 

⑩解凍した母乳は、母乳バッグの下の切り込み部分を引き裂いて、哺乳瓶に注ぐ。 
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【母親への指導等の参考資料】 

○搾乳方法と保存  

①手洗いをし，乳房，乳頭を洗浄綿などで拭く。 

②専用の母乳バッグに搾乳し，すぐに冷凍庫に入れる。搾乳器を使用する場合は，器具の取扱い

や消毒に気をつける。 

③衛生的な環境で、落ち着いて搾乳する。 

④母乳バッグの内側を手で触らない。 

⑤搾乳量の多少にかかわらず，1 回 1 バッグとする。 

⑥乳汁の分泌をよくし，乳腺炎を防ぐため，そのつど完全に絞りとっておくようにする。 

⑦母親の氏名，搾乳日時を母乳バッグのシールに記入する。 

⑧母乳バッグの空気を充分に抜いて口がゆるまないように巻いて密着させて、シールを貼る。 

⑨母乳バッグは，凍結後一週間以内のものを凍ったまま保育所に持参する。 

持ち運ぶときは，保冷シートや保冷バッグ等を使って，解凍しないようにする。 

⑩母親の健康状態が母乳に影響することを考え，健康状態に気をつけるように指導する。母親自

身がバランスのとれた食生活を心掛けることが望ましいことを伝える。 

 

○冷凍母乳を使用しないほうがよい時 

①乳房，乳頭に発赤，しこり，痛みなどのある時。 

②母親が発熱，下痢，肝炎等であったり，慢性の病気（糖尿病，心臓病，腎臓病等）があり，母

体に衰弱の危険がある時。 

③服薬中の時は医師に相談する。 

 
 

４．その他の留意事項 

・冷凍母乳を受け入れるにあたり、職員間で手順等を確認して始めることが必要である。職員の入れ

替わりがある場合には、その都度確認することが望ましい。 

・母乳育児をしていて冷凍母乳の使用を希望する保護者には、入所前に手順等についての説明と十分

な打ち合わせをすることが必要である。  

・哺乳瓶を嫌がったり、母乳の微妙な温度の違いで飲まなかったりした時の対応についても、事前に

確認が必要である。 


